
例年よりも日本からの参加者が少ない印象であったが，コロナ禍以降の出生力の低下をはじめヨー

ロッパにおける最先端の研究動向に触れる貴重な機会となった．

（福田節也 記）

日本人口学会第78回大会

日本人口学会第78回大会は，2026年6月6日（土）～6月7日（日）の2日間，立正大学（品川キャ

ンパス（東京都））を開催校・共催として，対面形式で開催された．155名が参加し，活発な発表と討

論が行われた。

第1日には学会賞授賞式およびシンポジウム「「出生抑制」（少子化）を考える――マルサス『人口

論』第6版（1826年）刊行200周年にあたって」が行われ，2日目にははじめての試みである高校生

によるポスターセッションが開催された．また大会前日には「地方行政のためのGISチュートリア

ルセミナー：交通インフラとGIS」が開催された．大会プログラムは以下の通りである．

大会前日 2026年6月5日（金）

第10回「地方行政のためのGISチュートリアルセミナー「交通インフラとGIS」」

<組織者>小池司朗（中央大学）・井上孝（青山学院大学）

<座長>小西純（統計情報研究開発センター）

1)川瀬正樹（広島修道大学）「無料で使えるGISを用いて地方公共交通のあり方を考える方法」

2)小池司朗（中央大学）「路面電車沿線における人口変化の分析」

3)丁兆文（青山学院大学）「ArcGISにおけるロケーションアロケーション分析の基礎―交通インフ

ラを考慮した施設配置の検討―」

4)長谷川普一（新潟市）「ネットワークアナリストを用いた公共交通利便度評価」

第1日 2026年6月6日（土）

PanelSession1TimeUseasaLens:ComparativeAnalysisofLifeCourse,SocialRoles,and

Well-beinginChinaandJapan（オンライン開催）

Organizer&Chair:YaleiZhai(KyotoUniversity)

Discussant:ReikoHayashi(NationalInstituteofPopulationandSocialSecurityResearch)

1)YuepingSong,WangZaiyue,ShiZhixin,ZhangGuanlin(RenminUniversityofChina),How

DoesOvertimeWorkAffectFertilityIntention:From thePerspectiveofFamilyTime

Collaboration

2)TingLi(RenminUniversityofChina),AComparativeStudyontheBurdenofFamilyCare

fortheOlderPeopleinChinaandJapan:KeyFindingsBasedonTimeUseSurveyData

3)YongaiJin(RenminUniversityofChina),WenboHu(TheUniversityofHongKong),TaoLiu

(PekingUniversity),WorkingHoursandFertilityIntention:AComparativeStudyinChina

andJapan

4)LidanLyu(RenminUniversityofChina),ComparativeStudyofSchool-AgeChildren'sTime

UseinChinaandJapan
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自由論題B-1「出生」

座長：和田光平（中央大学）

1)坂井博通（埼玉県立大学）「日本の出生における月日選好」

2)南拓磨（国立社会保障・人口問題研究所）・岩澤美帆（同）・守泉理恵（同）「1970年代、80年代

生まれ女性の出生力：卒業時の不況、婚前妊娠、両立支援策の拡充に着目して」

3)岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所）・曺成虎（韓国保健社会研究院）・余田翔平（東京

大学）「日本と韓国の結婚力と出生力：両国の少子化過程は何が違うのか？」

4)可部繁三郎（福井工業大学）「TFR1.0割れ続く台湾の政策対応」1)1966年丙午による期間/コー

ホート出生力への人口学的影響 原 俊彦（日本医療大学）

自由論題B-2「性・セクシュアリティ」

座長：守泉理恵（国立社会保障・人口問題研究所）

1)曺成虎（韓国保健社会研究院）・菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所）「未婚人口の結婚・出

生の価値意識と異性交際に関する日韓比較分析」

2)謝餘慶（日本大学）「制度変化は社会的態度を変えうるか─台湾の同性婚合法化をめぐって─」

3)小島宏（早稲田大学）「ポスト「性革命」期の大学生における自慰・キスの関連要因」

GeneralSessionA-1GlobalPerspectives

Chair:ReikoHAYASHI(NationalInstituteofPopulationandSocialSecurityResearch)

1)HiroakiMATSUURA (ShoinUniversity),DifferencesintheTimingoftheDemographic

DividendandtheRoleofInterstateMigrationintheUnitedStates:EvidencefromHistorical

CensusData

2)ShikoMARUYAMA(TheUniversityofOsaka),I-HuaCHEN(NationalYangMingChiao

TungUniversity),AnqiLI(JinanUniversity),JianhuaLI(UniversityofTechnologySydney),

Shu-TiCHIOU(NationalYangMingChiaoTungUniversity),Li-LinLIANG(NationalYang

MingChiaoTungUniversity),Taiwan・sPrenatalSex-SelectionBanandSexRatiosatBirth:

EvidencefromaPopulation-BasedNaturalExperiment

3)Ji-PingLIN (AcademiaSinica),UncoveringandRevitalizingtheMissing-linkofTaiwan

Population:ATwo-decadeResearchonTaiwanIndigenousPeoples

シンポジウム 「「出生抑制」（少子化）を考える――マルサス『人口論』第6版（1826年）刊行200周

年にあたって」

日本人口学会・マルサス学会・立正大学経済研究所・麗澤大学人口家族研究センター 合同企画

座長：小沢佳史（立正大学）

討論者：井上孝（青山学院大学）・山崎好裕（福岡大学）

1)森木美恵（国際基督教大学）「なぜ日本で子どもが生まれにくくなっているのか―出生抑制をめぐ

る人口人類学的分析―」

2)柳沢哲哉（埼玉大学）「マルサスの人口制限」

3)鬼頭宏（上智大学）「歴史人口学の視点から少子化を考える―成熟社会の人口学―」

4)吉川洋（東京大学）「人口について考えた経済学者たち」

趣旨説明：髙橋美由紀（立正大学），

開会挨拶：宮川幸三（立正大学），閉会挨拶：黒須里美（麗澤大学）
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第2日 2026年6月7日（日）

企画セッション2「人口移動分析の方法：新たな展開と課題」

組織者／座長：中川雅貴（国立社会保障・人口問題研究所）

討論者：小池司朗（中央大学）

1)小坪将輝（富山大学）「構成効果と行動効果からみた地域間人口移動の変化―重力モデルを用いた

分解分析―」

2)栗林梓（大分大学）「大学教育機会の質的側面を考慮した進学移動分析の提案」

3)熊野貴文（京都産業大学）「核家族世帯の持家への転居の規定要因とその地域差」

4)久井情在（国立社会保障・人口問題研究所）「日本の随伴移動の現状―世帯単位で捉える人口移動―」

5)北村友宏（労働政策研究・研修機構）「子育て環境上の移動に関する分析：階層と移動先に着目し

て」

自由論題C-1「モデル・応用」

座長：中澤港（神戸大学）

1)池周一郎（帝京大学）「地球重力と出生性比」

2)原俊彦（札幌市立大学・名誉教授）「持続可能な社会へ：コロナ危機後の展望」

3)八木琉成（慶應義塾大学・院）・石井太（慶應義塾大学）「間接推定に利用可能な死亡モデルの先

進諸国への適用に関する研究―(Extended)LogQuadモデルの有効性評価―」

4)大泉嶺（国立社会保障・人口問題研究所）・金城謙作（工学院大学）・千野由喜（國立陽明交通

大学）「多地域レスリー行列における系譜解析と国内移動」

5)佐野太一（東京大学）・瀬谷創（神戸大学）・沖大幹（東京大学）「気候変動影響を考慮した将来

人口分布推計」

自由論題D-1「意識・規範」

座長：斉藤知洋（国立社会保障・人口問題研究所）

1)江天瑶（お茶の水女子大学）「夫婦の幸福感に関する日中比較：妻の相対収入とジェンダー規範の

影響」

2)鈴木俊光（下関市立大学）「男性の育児休暇取得は「所得効果」によるものか、「社会規範」によ

るものか：日・瑞・独・仏の国際比較」

3)佐藤一磨（拓殖大学）「中国における肥満と幸福度の関係は変化したのか」

自由論題D-2「死亡(1)」

座長：別府志海（国立社会保障・人口問題研究所）

1)衣笠智子（神戸大学）・増本康平（同）・勇上和史（同）・羽森茂之（大和大学）・安田公治

（青森公立大学）「新型コロナウイルスとワクチンによる主観的死亡率の変化―日本における貯蓄

行動への影響―」

2)林玲子（国立社会保障・人口問題研究所）「百寿者数の長期変動からみる江戸末期の死亡水準の悪

化」

3)逢見憲一（国立保健医療科学院）「2009～25年の月別死亡からみたインフルエンザ・COVID-19超

過死亡」
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高校生ポスターセッション・表彰式

企画セッション3「性と生殖の生態学」

組織者：小西祥子（東京大学）

座長：森木美恵（国際基督教大学）

討論者：JamesRaymo（プリンストン大学）

1)前田恵理（北海道大学）「日本の不妊症有病率について」

2)小西祥子（東京大学）・森木美恵（国際基督教大学）「超低出生力社会における『不妊』：患者と

医師へのインタビューから」

3)赤川学（東京大学）「不妊治療における男性の役割と意味：インタビューデータの質的統合法によ

る分析」

4)杉田菜穂（大阪公立大学）「岡山県におけるリプロダクティブ・ヘルス関連施策の形成と展開：選

択できることをめぐって」

自由論題E-1「人口経済」

座長：丸山士行（大阪大学）

1)堀口侑（慶應義塾大学）・佐藤格（国立社会保障・人口問題研究所）・増田幹人（駒澤大学）・

石井太（慶應義塾大学）「公的年金財政のマクロ計量モデルによる分析―高齢就業率の変化がマク

ロ経済に与える影響―」

2)松下勝義（広島大学）・柳田達雄（大阪電気通信大学）・小野﨑保（立正大学）「経済と人口が結

合した模型に基づく先進国共通の少子化の説明」

3)大塚友美（日本大学）「簡易人口経済計量モデルの構築に関する一考察―カンボジア王国のデータ

を用いて―」

4)安田公治（青森公立大学）・衣笠智子（神戸大学）・衛藤彬史（兵庫県立人と自然の博物館）「中

山間地域における農家世帯員の農業従事に関する計量的研究―兵庫県養父市の事例―」

自由論題F-1「死亡(2)」

座長：逢見憲一（国立保健医療科学院）

1)別府志海（国立社会保障・人口問題研究所）「新型コロナウイルス感染症の複合死因分析：2020～

24年」

2)石井太（慶應義塾大学）・別府志海（国立社会保障・人口問題研究所）・菅桂太（同）・岩澤美

帆（同）「期待死亡率と実績死亡率の乖離に関する分析―新型コロナウイルス感染症拡大以降2024

年までの動向―」

3)井川孝之（明治大学）「2020年以降の死亡の変化と将来推計への反映」

自由論題F-2「世帯・家族」

座長：小谷真吾（千葉大学）

1)松倉力也（日本大学）・小川直宏（アジア開発銀行研究所）・澤田康幸（東京大学）・田口響

（同）・トラン・T・ヴー（同）「超高齢化社会日本における家族価値観の変化―1963～2010年の

長期マイクロデータによる実証分析―」

2)菅桂太（国立社会保障・人口問題研究所）「変わる世帯の構造―世帯動態調査より」
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3)小山泰代（国立社会保障・人口問題研究所）「世帯構造の地域差：都道府県レベルと市区町村レベ

ル」

4)高橋和宏（埼玉大学・院）「テレワークは家族形成を促進するか？ ―通勤時間との相互作用に着

目したパネルデータ分析―」

自由論題E-2「移動」

座長：久井情在（国立社会保障・人口問題研究所）

1)貴志匡博（国立社会保障・人口問題研究所）「住宅の種類別移動率からみた人口移動の特徴―第9

回人口移動調査個票を用いた分析―」

2)藤井多希子（国立社会保障・人口問題研究所）「若年女性の都道府県間移動のコーホート分析

（2010～2020年）」

3)奥田純子（長野大学）「秩父市へのUターン意向と関連する要因について」

4)丸山洋平（国立社会保障・人口問題研究所）「「人口ダム機能」評価方法の地域人口学的検討」

自由論題G-1「統計・方法」

座長：余田翔平（東京大学）

1)北原昌嗣（総務省統計局）「国勢調査における不詳補完に関する研究―CANCEISによる不詳補完

を中心に―」

2)廣嶋清志（島根大学）「前近代出生率の要因分解の可能性」

3)和田光平（中央大学）「公的統計におけるコーホート合計特殊出生率の再検討」

自由論題F-3「結婚」

座長：吉田航（国立社会保障・人口問題研究所）

1)松田茂樹（中京大学）「未来の物語が未婚者の結婚・出生意欲に与える効果の要因配置実験」

2)前田正子（甲南大学）・長町理恵子（追手門学院大学）「3大都市圏別女性の就業状況の推移―学

歴・未既婚別に着目して」

3)夏天（国立社会保障・人口問題研究所）・斉藤知洋（同）「中年未婚者の結婚意欲の動向

（1992～2021）―出生動向基本調査を用いた分析―」

（岩澤美帆 記）

国連ESCAP民事登録及び人口動態統計(CRVS)地域運営グループ会合

昨年2025年6月，タイ・バンコクにある国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）において第

3回アジア・太平洋地域民事登録及び人口動態統計（CRSV）閣僚級会合が開催され，CRVSの適切

な実施を目指す2015～2024年の10年間計画が2030年まで延長されることが決定された．計画終了後の

2025年の段階では目標は達成されておらず，2030年までの間に，アジア太平洋地域における，すべて

の出生，死亡，結婚登録が実施される体制整備が求められている．筆者は昨年の会議に参加すると共

に，CRVS地域運営グループのメンバーとなったため，その2026年会合に参加することとなった．

会合は2026年6月16日～18日に，バンコク市内ホテルで開催された．

会合には国メンバーとして，アルメニア，バングラデシュ，クック諸島，フィジー，ジョージア，
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